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資
本
主
義
は
科
学
技
術
の
発
達
と
経
済

成
長
を
前
提
に
発
展
し
て
き
た
。
九
〇
年

代
に
入
り
、
社
会
主
義
体
制
の
崩
壊
と
と

も
に
新
興
国
が
資
本
主
義
に
参
入
し
、
米

国
中
産
階
級
の
生
活
を
モ
デ
ル
に
経
済
成

長
を
目
指
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
米

国
経
済
は
八
〇
年
代
以
降
た
び
重
な
る
経

済
危
機
に
襲
わ
れ
、
今
や
長
期
停
滞
の
兆

候
さ
え
見
ら
れ
る
。
地
域
統
合
の
モ
デ
ル

と
な
る
は
ず
の
Ｅ
Ｕ
は
危
機
的
な
状
況
に

あ
り
、
新
興
国
の
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
の
モ

デ
ル
と
な
る
は
ず
の
日
本
は
二
〇
年
に
わ

た
る
経
済
停
滞
に
苦
し
む
。
科
学
や
技
術

の
発
達
は
組
織
を
複
雑
化
し
、
地
震
や
水

害
な
ど
の
頻
発
す
る
自
然
災
害
の
被
害
を

破
局
的
な
も
の
に
し
、
持
続
可
能
な
世
界

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
や
環
境
の
維
持
に
疑

問
を
投
げ
か
け
て
い
る
。
危
機
の
克
服
に

は
文
明
史
観
を
踏
ま
え
た
長
期
ビ
ジ
ョ
ン

が
必
要
な
の
だ
。
そ
こ
で
今
回
は
、
こ
の

よ
う
な
資
本
主
義
の
成
長
モ
デ
ル
の
行
き

詰
ま
り
を
ど
う
解
決
す
る
の
か
を
じ
っ
く

り
考
え
る
の
に
参
考
に
な
る
、
歴
史
的
認

識
を
ベ
ー
ス
に
幅
広
い
視
野
で
問
題
を
分

析
す
る
近
著
を
三
冊
紹
介
し
た
い
。

歴
史
学
者
ニ
ア
ル
・
フ
ァ
ー
グ
ソ
ン
、

ハ
ー
バ
ー
ド
大
教
授
は
、
フ
ォ
ー
リ
ン
ア

フ
ェ
ア
ズ
二
〇
一
〇
年
三
月
号
で
、
歴
史

上
繁
栄
し
た
帝
国
は
す
べ
て
、
そ
の
シ
ス

テ
ム
の
複
雑
化
と
共
に
臨
界
点
に
達
し
、

自
ら
突
然
崩
壊
し
て
い
く
歴
史
パ
タ
ー
ン

を
読
者
の
前
に
示
し
、
米
帝
国
が
そ
の
兆

候
を
示
す
こ
と
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
。
近

著
①
で
同
氏
は
、
一
五
世
紀
ま
で
世
界
の

文
明
を
リ
ー
ド
し
た
東
洋
に
代
わ
り
西
洋

が
栄
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
六
つ
の

斬
新
で
複
雑
な
制
度
を
形
成
す
る
知
識
や

行
動
が
確
立
し
た
か
ら
だ
と
す
る
。
⑴ 

国

家
や
企
業
間
の
競
争
の
仕
組
み
、
⑵
自
然

社
会
を
解
明
し
変
革
す
る
科
学
、
⑶
私
的

所
有
権
を
守
る
ル
ー
ル
、
⑷
人
の
寿
命
を

延
ば
す
医
療
、
⑸
物
質
的
生
活
の
モ
ー
ド

と
し
て
の
消
費
社
会
、
⑹
プ
ロ
テ
ス
タ
ン

テ
ィ
ズ
ム
の
労
働
倫
理
、
で
あ
る
。
本
書

で
は
、
こ
れ
ら
の
六
つ
の
分
野
の
発
達
の

歴
史
的
実
例
が
興
味
深
く
展
開
さ
れ
る
。

最
後
に
、
西
洋
文
明
は
他
の
文
明
か
ら
の

挑
戦
で
は
な
く
、
自
ら
の
短
慮
に
よ
り
没

落
す
る
恐
れ
を
指
摘
す
る
。

ジ
ェ
フ
リ
ー
・
サ
ッ
ク
ス
、
コ
ロ
ン
ビ
ア

大
教
授
は
、
途
上
国
の
持
続
可
能
な
開
発

を
提
唱
す
る
経
済
学
者
で
あ
る
。
最
近
で

は
、
中
間
階
層
の
利
害
が
米
国
民
主
主
義

経
済
の
基
盤
で
あ
る
と
し
て
、
格
差
の
拡

大
で
こ
れ
を
破
壊
す
る
ウ
ォ
ー
ル
街
や
大

企
業
を
批
判
し
、
反
格
差
の
ウ
ォ
ー
ル
街

占
拠
闘
争
を
支
持
す
る
。
近
著
②
で
は
、

自
分
が
三
〇
年
間
学
ん
で
き
た
途
上
国
の

開
発
経
済
理
論
を
、
先
進
国
米
国
に
適
用

す
る
本
を
書
く
こ
と
に
な
る
と
は
思
わ
な

か
っ
た
と
し
な
が
ら
、
米
国
は
そ
の
経
済

問
題
の
解
決
に
、
長
い
時
間
と
道
徳
や
倫

理
の
回
復
が
必
要
な
こ
と
を
指
摘
す
る
。

銀
行
の
社
会
責
任
の
回
復
、
社
会
的
サ
ー

ビ
ス
の
分
権
化
、
富
裕
層
の
課
税
強
化
な

ど
の
、
米
国
経
済
を
持
続
可
能
な
経
済
に

戻
す
た
め
の
具
体
策
を
提
言
す
る
。

我
が
国
で
は
、
成
長
経
済
に
戻
る
こ
と

を
前
提
と
し
た
短
期
的
な
経
済
刺
激
策
の

提
言
が
主
流
で
あ
る
な
か
、
在
野
の
エ
コ

ノ
ミ
ス
ト
水
野
和
夫
は
歴
史
的
視
野
で
の

分
析
を
続
け
て
き
た
。
近
著
③
は
、
成
長

と
利
潤
率
の
拡
大
を
所
与
の
要
件
と
す
る

資
本
主
義
が
、
常
に
そ
の
活
躍
の
場
と
し

て
新
た
な
空
間
を
求
め
て
き
た
こ
と
を
、

一
六
世
紀
と
二
一
世
紀
の
グ
ロ
ー
バ
リ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
比
較
し
な
が
ら
展
開
す

る
。
実
物
空
間
を
失
っ
た
二
一
世
紀
の
資

本
主
義
は
、
Ｉ
Ｔ
や
金
融
の
仮
想
空
間
に

未
来
の
利
益
を
先
取
り
し
た
結
果
、
バ
ブ

ル
依
存
症
に
陥
っ
た
。
そ
こ
で
は
、
欧
米

資
本
主
義
を
全
地
球
化
し
た
結
果
、
も
は

や
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
は
存
在
せ
ず
、
危
機
は

終
わ
ら
な
い
。
問
題
を
解
決
す
る
の
は
成

長
で
は
な
く
、
長
い
時
間
を
か
け
た
持
続

可
能
な
新
た
な
秩
序
の
生
成
で
あ
る
と
す

る
。
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